
高 カロリ一の栄養管理が 必要な場合に 

は、 可能な限り 経腸 栄養法を用いる。 

高 カロリー輸液の 調合は無菌的に 行な 

い、 混合物を最小限にとどめ、 速やかに 

投与を開始しなければならない 52-56) 。 カ 

テーテル挿入部位は 鎖骨 下 静脈を第一選 

択 とし、 挿入の際には 滅菌手袋、 滅菌ガ 

ウン、 マスク、 キャップ と 大き目の覆 布 

を 使用する               輸液ラインの 接続部な 

どの消毒にはアルコール 類を使用する。 

三方活栓の使用は 控える。 輸液セットの 

交換は週に 2 回程度とするが、 カテーテ 

ルの交換は定期的に 行な う 必要はない 

60 一 e64) 
  

2) 尿路留置カテーテル 感染対策 

尿道カテーテルの 留置を回避できない 

かをまず考慮する。 

カテーテルを 挿入する場合は、 無菌操 

作に心がけて 無理のない固定をする。 カ 

テーテル挿入部の 清潔を保っことが 重要 

であ り、 シャワーや洗浄で 清潔にすれば 

特別な消毒は 不要であ る。 閉鎖 式 導尿シ 

ステムを選択し 、 尿が逆流しないように 

膀胱部より低い 位置に固定する               

膀胱洗浄やカテーテル 交換は定期的で 

はなく閉塞など 必 、 要性があ る場合のみに 

行 な う 70)0 

1 1. 抗菌薬耐性菌対策 

施設内での各種薬剤耐性菌の 検出頻度 

や薬剤感受性パターン、 動向などを把握 

しなければならない 71-76) 。 薬剤耐性菌の 

伝播防止には 標準予防策の 遵守と接触感 

染予防策が大切であ る。 患者間感染、 環 

境や器具を介した 接触感染にも 注意が必 

要であ る。 

抗菌薬の濫用が 薬剤耐性菌の 増加に関 

わる状況から、 薬剤感受性試験に 基づい 

て抗菌薬を選択し、 多剤併用投与、 長期 

投与を避けることが 望ましい。 抗菌薬の 

有効性を得るために、 体内動態・薬力学 

を考慮して抗菌薬の 選択と投与を 行な う 。 

そのためには、 各施設で抗菌薬使用のた 

めの基準を づ くり、 薬剤部は感染対策委 

員会及び lcT と協力してコンサルテーシ 

ョンシステムを 構築する必要があ る。 こ 

のように院内感染防止における 薬剤部の 

関わりは重要であ る "", 。 ) 。 特に、 抗 MRSA 

薬の使用は、 院内で届出制にするなど 使 

用制限が必要であ り、 さらに、 これらの 

薬剤は治療薬物モニタリンバ (TDM) する 

ことが推奨されている """) 。 

MRSA 感染者ならびに 保菌者への対応は 、 

標準予防策で 十分対応可能であ る。 保菌 

者に比較して 感染患者の方が 問題になる 

とは限らない。 MRSA などの耐性菌におい 

ては、 患者から飛散する 菌の量が問題で 

あ る。 感染症を発症している 患者が必ず 

しも多くの菌を 排出しているとは 限らな 

い O 

これらの薬剤耐性菌は 、 特に場感染患 

者に対して感染対策上で 問題となるもの 

であ り、 易 感染患者が少ない 施設では、 

鼻腔などへの 保菌 ( 定着 ) を理由に診療 

または入所を 拒否する根拠はない ") 。 

1 2. NTCU での対応 

力テーテル関連感染が 最も頻度が高い 

ため、 採血などの日常検査を 最小限とし、 

12 



薬物投与は無菌的操作で 行かう必要があ 処分方法などの 基準を遵守しなければな 

る 。 婚帯 動静脈カテーテルは 感染または らない。 

血栓などの徴候が 現れたら技芸し 再挿入 血液や体液に 関わるもの以外に、 排出 

してはならない。 また、 抗菌軟膏または 場所として感染症病床、 結核病床、 手術 

@ ク 一ム は 真菌感染を助長するため、 脛 室 、 緊急外来 室 、 集中治療室および 検査 

帯 カテーテル 刺 入部には使用してはなら 室 において、 治療・検査等に 使用された 

ない。 同様に気道吸引や 創傷処置も無菌 後に排出されたものも 感染性廃棄物とし 

操作の原則を 遵守して実施する 必 、 要があ て 対応することが 義務付けられた。 また、 

る 。 処置ごとに手袋を 交換して感染防止 非感染性廃棄物にも 非感染性であ ること 

を 図る方法もあ り，有用であ る 99)   を 明記したラベルを 付けることが 推奨 さ 

愚兄に接する 前後のスタッフのアルコ れている。 

ール 擦式 手指消毒を登底し、 保育器内の 

清拭と りネ、 ン 類の乾燥に心がけて 清潔 環 2) 行政への連絡等 

境の維持に努めなければならない。 日常 感染症 法 等の法律に規定されている 疾 

的に保育器内を 消毒することは 推奨され 患、 ほ ついては、 所轄の保健所へ 届け出る 

ていないが ' 。 ) 、 消毒薬を使用した 場合に こととされている。 これ以外の院内感染 

はその残留毒性に 注意しなければならな の アウトブレイクを 察知した場合などに 

  は 、 所轄の保健所へ 相談して支援・ 助言 

感染性疾患のあ る者の面会は 禁止し、 を 求めることが 望ましい。 院内感染地域 

スタッフが呼吸器感染などの 感染性疾患、 支援 ネ、 ッ トワークが構築されている 地域 

に 罹患、 した場合には、 その間の従事を 避 においては、 それらを活用して 支援・ 助 

けることが望ましい。 言を求めることができる。 

1 3. その他 

1) 感染性廃棄物処理 

感染性廃棄物処理マニュアル ( 平成 16 

年 3 月 16 日改正 )) 1 。 。 ) に 基づき、 密閉した 

容器での収集運搬 し 、 感染性を失わせる 
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